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』土

め

じ

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
国
レ
ベ
ル
の
情
報
公
開
法
の
制
定
に
向
け
て
、
行
政
改
革
委
員
会
行
政
情
報
公
開
部
会
が
、

一
九
九
六
年

月
一
日
、

し
た
。
同
年
一
二
月
一
六
日
に
は
、
こ
れ
ら
を
「
情
報
公
開
法
制
の
確
立
に
関
す
る
意
見
」
と
題
し
て
、
行
政
改
革
委
員
会
が
内
閣
総
理

「
情
報
公
開
法
要
綱
案
(
最
終
報
告
)
」
(
以
下
で
は
「
要
綱
案
」
と
い
う
)
及
び
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
の
考
え
方
」
を
公
表

大
臣
に
意
見
具
申
安
行
っ
て
い
る
。
本
要
綱
案
は
、
企
業
情
報
に
つ
い
て
、
不
開
示
特
約
を
付
与
さ
れ
た
任
意
提
供
情
報
を
不
開
示
事
由

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
自
由
法
(
以
下
で
は

F
O
I
A
と
い
う
〉
適
用
除
外
事
由

ωω
に
関
す
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・

マ
ス
判
決
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
国
際
協
調
主
義
の
観
点
か
ら
、
同
判
決
で
示
さ
れ
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
採
用
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
同
基
準
は
、

「
情
報
提
供
者
が
、
慣
行
と
し
て

(
2
m
z
g
m
Rニ
ヱ
公
衆
に
不
開
示
と
し
て
き
た
情
報
を
任
意
に

(
〈
O

Z
E司
王
、
)
提
供
し
て
い
た
場
合
、
当
該
情
報
は
開
示
さ
れ
な
い
」
と
す
る
。

門
戸

b
)

も
っ
と
も
、
要
綱
案
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
を
無
批
判
に
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
見
解
や
、
比
較
法
的
に
み
れ

ハ
7
〉

ぼ
か
な
り
開
示
の
余
地
を
広
く
と
っ
て
い
る
、
と
の
評
価
も
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
は

未
だ
確
立
し
た
判
例
法
理
と
は
一
一
一
口
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
筆
者
の
問
題
意
識
は
、
こ
の
よ
う
な
任
意
提
供
情
報
の
開

示
に
関
す
る
新
た
な
基
準
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
情
報
の
隠
蔽
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
て
き
た
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、

〈

8
〉

日
本
に
特
有
な
大
量
薬
害
事
件
の
悲
惨
な
経
験
を
は
た
し
て
回
避
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

ス
モ
ン
、

ク
ロ
ロ
キ
ン
、

エ
イ
ズ
な
ど
の
よ
う
な
、

そ
こ
で
、

不
開
示
特
約
を
付
与
さ
れ
た
任
意
提
供
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
、

ク

モ
デ
ル
と
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
検
証
し
つ
つ
、

リ
テ
イ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
わ
が
国
の
情
報
公
開
法
に
採
用
す
る
こ
と
に
正
当
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
着
目
し
な
が
ら
要
綱
案
を
検

討
し
て
い
く
。



第
一
章
で
は
要
綱
案
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
巡
る
裁
判
例
及
び
議
論
に
つ
い
て
、
ま
た
、

F
O
I
A
に
お
け
る
不
開
示
特
約
情
報
に
関
す
る
沿
革
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
裁
量
的
開
示
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す

M
V

87一一情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

(
1
〉
字
賀
克
也
「
行
政
情
報
公
開
部
会
最
終
報
告
に
つ
い
て
」
自
治
研
究
七
二
巻
一
二
号
二

O
頁
(
一
九
九
六
年
)
、
秋
山
幹
男
「
情
報
公
開
法
要

綱
案
の
意
義
と
マ
ス
コ
ミ
」
月
刊
民
放
八
頁
〈
一
九
九
七
年
二
月
号
〉
、
八
特
集

V
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一

O

七
号
四
頁
以
下
(
一
九
九
七
年
〉
。

(
2
)
m
d
・
ω
-
n
・申印印
N

(

H

由∞∞)・

(

3

)

印
C
・
ω・。・

2
m
N
守
〉
(
串
〉

(
H
S
3・
こ
の
適
用
除
外
事
由

ωω
に
つ
い
て
、
判
例
法
上
確
立
し
た
解
釈
で
は
、
①
営
業
上
の
秘
密
公

E
骨

田町内
H
2
6
ま
た
は
、
②
第
三
者
か
ら
取
得
し
た
、
商
業
上
ま
た
は
金
融
上
の
情
報
で
、
秘
匿
権
が
認
め
ら
れ
ま
た
は
秘
密
に
属
す
る
も
の

(ng-

E
g
a問
。
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
場
合
、
適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
②
に
つ
い
て
は
、
一
括
し
て
、
「
秘
密
に
属

す
る
商
業
上
の
情
報
公

S
E
g
z巳
g
B
5
2
n
E
Z沙門
B
2
Z
S」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

(
4
〉
【
U

江
昨
日
円
即
日
富
由
回
印
刷
口
市
Hm可
思
&
叩
2
4・
2
河

P

S
印司・

2
∞叶
H
(
U
-
n
・
2
円・

5
由N
)

・
8
ュ・島市口同町内
Y
H
H
ω
ω
・【
U

ゲ
同
日
叶
由

(
5
8〉・

ハ
5
)

藤
原
静
雄
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
(
中
間
報
告
〉
に
つ
い
て
」
地
方
自
治
五
八
四
号
二
頁
、
七
頁
(
一
九
九
六
年
〉
。

(

6

)

字
賀
克
也
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
中
間
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
」
法
学
教
室
一
九
四
号
七
三
頁
、
七
五
頁
(
一
九
九
六
年
〉
。

ハ
7
〉
藤
原
静
雄
「
比
較
の
な
か
の
情
報
公
開
法
要
綱
案
」
法
律
時
報
六
九
巻
一
号
二
六
頁
、
二
八
頁
(
一
九
九
七
年
〉
。

(

8

)

グ
ロ
ロ
キ
ン
薬
害
事
件
で
は
、
副
作
用
情
報
を
早
期
に
入
手
し
た
薬
務
課
長
は
自
ら
は
グ
ロ
ロ
キ
ン
の
服
用
を
中
止
し
た
も
の
の
、
国
民
に
こ

の
情
報
を
迅
速
に
公
表
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
(
山
口
紀
洋
「
医
薬
品
は
情
報
で
あ
る
」
法
と
民
主
主
義
三
二
ニ
号
二

O
頁
(
一
九
九
六
年
》
。

薬
害
エ
イ
ズ
事
件
は
、
一
九
八
三
年

1
八
五
年
に
か
け
て
、
厚
生
省
が
医
師
及
び
患
者
に
対
し
て
、
非
加
熱
製
剤
の
危
険
性
を
示
す
情
報
を
公
開

し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
被
害
を
大
き
く
し
た
(
秋
田
仁
志
「
薬
害
エ
イ
ズ
の
閣
を
照
ら
し
た
ア
メ
リ
カ
情
報
公
開
法
」
法
と
民
主
主
義
一
二
一
一
ニ

号
二
八
頁
(
一
九
九
六
年
)
、
清
水
勉
「
だ
れ
が
エ
イ
ズ
を
蔓
延
さ
せ
た
か

9
1情
報
閉
塞
社
会
の
行
く
末

l
」
法
学
教
室
一
九
六
号
四
頁
(
一

九
九
七
年
〉
、
字
賀
克
也
「
薬
害
と
情
報
」
法
学
教
室
一
八
八
号
一
頁
(
一
九
九
六
年
〉
、
清
水
誠
「
法
を
市
民
の
手
に
l
H
I
V
訴
訟
に
思
う
」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
五

O
O号
一
八
頁
(
一
九
九
六
年
〉
)
。

(

9

)

本
稿
は
、
八
共
同
研
究

V
「
行
政
情
報
公
開
部
会
報
告
〈
最
終
報
告
〉
の
批
判
的
検
討
」
法
律
時
報
六
九
巻
一
号
七
二
頁
(
一
九
九
七
年
〉
及
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び
三
宅
弘
H
天
野
淑
子
「
知
る
権
利
と
法
人
情
報
保
護
と
の
調
整
」
自
由
と
正
義
四
八
巻
一
号
一
二
六
頁
(
一
九
九
七
年
)
の
筆
者
担
当
部
分
に

大
幅
な
加
筆
と
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

情
報
公
開
法
要
綱
案
(
最
終
報
告
)

本
要
綱
案
は
、
法
人
等
に
関
す
る
不
開
示
情
報
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
6
(
2〉

法
人
そ
の
他
の
団
体
(
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。
)
に
関
す
る
情
報
又
は
事
業
を
営

む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
。
た
だ
し
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個
人
の
事
業
活
動
に
よ
っ
て

生
ず
る
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
健
康
へ
の
危
害
又
は
財
産
若
し
く
は
生
活
の
侵
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
開
示
す
る
こ
と
が
よ
り

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。

イ

開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個
人
の
競
争
上
の
地
位
、
財
産
権
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
'
も
の

ロ

行
政
機
関
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
八
ム
に
し
な
い
と
の
約
束
の
下
に
、
任
意
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
法
人
等
又
は
個
人
に
お
け

る
常
例
と
し
て
公
に
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
そ
の
他
の
当
該
約
束
の
締
結
が
状
況
に
照
ら
し
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の

な
お
、
こ
の
第
6
(
2
)
に
加
え
て
第
7
が
「
公
益
上
の
理
由
に
よ
る
裁
量
的
開
示
」
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
行
政
文
書
に
不
開
示
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
不
開
示
情
報
の
規
定

に
よ
り
保
護
さ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
公
益
上
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
5
及
び
第
6
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
開
示
請

第
7 

求
者
に
対
し
、
当
該
行
政
文
書
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



企
業
情
報
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
第
日
が
、

「
第
三
者
保
護
に
関
す
る
手
続
」
に
よ
り
、
情
報
提
供
者
に
事
前

通
知
・
意
見
聴
取
手
続
を
保
障
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
中
心
に
批
判
的
検
討
を
加
え
る
。

情
報
公
開
法
要
綱
案
の
検
討
課
題

本
要
綱
案
に
先
立
っ
て
、
一
九
九
六
年
四
月
二
四
日
に
は
中
間
報
告
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
中
間
報
告
か
ら
要
綱
案
へ
の
最
大
の

変
更
点
は
、
前
者
が
「
公
に
し
な
い
と
の
約
束
の
下
に
任
意
に
提
供
さ
れ
、
現
に
公
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
後

者
で
は
第
6
(
2
)
ロ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

89ーー情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

中
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
批
判
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

「
公
開
し
な
い
と
い
う
扱
い
で
提
供
さ
れ
た
情
報
、
任
意
に
提
供
さ
れ

た
情
報
に
つ
い
て
は
、
単
に
提
供
者
の
意
思
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
情
報
提
供
者
と
の
信
頼
関
係
へ
の
影
響
そ
の
他
保
護
す
べ
き
合
理
性

の
観
点
か
ら
、
そ
の
取
扱
い
を
検
討
す
る
」
と
し
て
い
た
行
政
情
報
公
開
部
会
の
「
情
報
公
開
法
に
つ
い
て
の
検
討
方
針
」

年
一
月
一
一
一
日
)
か
ら
の
後
退
で
あ
る
と
い
う
批
判
、
「
『
約
束
』
の
名
の
下
に
情
報
公
開
法
制
の
一
つ
の
大
き
な
基
本
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
」
と
い
う
批
判
、
そ
し
て
「
形
式
主
義
的
・
機
械
主
義
的
な
程
度
に
約
束
至
上
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
」
等
の
批
判
が
あ
っ
た
。
ま

(
一
九
九
六

「
非
公
開
が
必
要
か
ど
う
か
は
当
該
情
報
の
内
容
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
り
、
提
供
者
の
意
思
で
非
公
開
を
決
定
で
き
る
制
度
を

(
路
〉

設
け
る
こ
と
は
情
報
公
開
制
度
を
歪
め
る
も
の
で
あ
」
る
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。

Tこ

中
間
報
告
に
対
す
る
批
判
を
考
慮
し
て
、
要
綱
案
で
は
、

「
法
人
等
又
は
個
人
に
お
け
る
常
例
と
し
て
公
に
し
な
い
こ
と
と
さ
れ

2 
て
い
る
も
の
」
及
び
「
当
該
約
束
の
締
結
が
状
況
に
照
ら
し
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

(
傍
線
筆
者
)
と
い
う
制
限
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
6
(
2
)
た
だ
し
書
に
よ
っ
て
、
生
命
、
身
体
、
健
康
へ
の
危
害
又
は
財
産
・
生
活
の
侵
害
か
ら
保
護
す
る
た

め
の
絶
対
的
開
示
事
由
が
設
け
ら
れ
て
い
る
し
、
第

7
に
よ
っ
て
裁
量
的
開
示
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
要
綱
案
は
ク
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ハ
H
H〉

「
格
段
の
違
い
が
あ
る
」
と
い
う
評
価
や
、

「
不
開
示
約
束
に
よ
る
不
開
示
を
限
定
す
る
傾
向

はリ
ーア

層イ
強 カ
化 ル
さ・
れマ
たi5ス
L~判

と 決
L、と
う比
評較
価 し
がて
あ 、

る

し
か
し
な
が
ら
、
中
間
報
告
及
び
要
綱
案
が
範
と
し
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、

ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
も
賛
否
両
論
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
認
識
に
立
っ
て
要
綱
案
を
見
る
と
き
、

「
国
際
水
準
を
院
ん
だ

判
断
」
と
は
い
い
が
た
い
。
日
本
で
は
、
行
政
指
導
に
よ
っ
て
相
手
方
の
任
意
に
よ
る
協
力
を
得
て
行
政
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
場

面
が
非
常
に
多
い
。
行
政
指
導
は
、
「
『
ソ
フ
ト
な
行
政
』
の
手
段
と
し
て
、
:
:
:
わ
が
国
の
行
政
の
な
か
で
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
手
段
で

あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
6
(
2
)
ロ
に
い
う
行
政
機
関
か
ら
の
「
要
請
」
と
は
、
行
政
機
関
が
情
報
の
提
供
を
企
業
等
に
求
め
、

こ
れ
に
任
意
に
応
じ
る
場
合
を
い
う
と
思
わ
れ
る
が
、
行
政
機
関
に
情
報
収
集
の
法
的
権
限
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
れ
を
行
使
せ
ず
行

政
指
導
に
依
拠
す
る
場
合
、
こ
れ
を
任
意
提
供
と
解
す
る
か
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
場
合
と
解
す
る
か
の
区
別
が
暖
昧
で
あ

M
W

第
6
(
2
)
ロ
は
、
行
政
指
導
に
よ
っ
て
情
報
を
収
集
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
、

不
開
一
部
特
約
に
よ
っ
て
提
供
者
と
の
信
頼

関
係
を
維
持
す
る
に
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
行
政
機
関
は
、

不
開
示
特
約
と
い
う
情
報
提
供
者
の
意
思
や
、
こ
れ
ま
で
公
開
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
提
供
者
の
慣
行
、
そ
し
て
不
開
示
の
約
束
が
合
理
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
の
内
容
自

体
を
審
査
し
、
開
示
が
企
業
の
「
正
当
な
利
益
」
を
著
し
く
害
す
る
か
を
実
質
的
に
判
断
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
情
報
公
開
法
要
綱
案
の
考
え
方
」
は
、
「
非
公
開
と
す
る
約
束
の
下
に
初
め
て
提
供
す
る
こ
と
を
決
め
た
当
該
情
報
の
提
供
者
に
お

け
る
非
公
開
取
扱
に
対
す
る
期
待
と
信
頼
は
、
保
護
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
と
同
様
の
議
論
が

F
O
I
A
制
定
時
に
な

ロさ
は れ
削 た
除 が
さ、

れ 次
る章
ベ第
き四
だ 節
とに
考 て
え 紹
る詰介
。)す

る
通
り

F
O
I
A
に
は
決
し
て
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
不
開
示
情
報
第
6
ハ
2
〉

3 

第
6
(
2
)
イ
は
、
企
業
の
「
正
当
な
利
益
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
の
何
ら
の
規
定
も
し
て
い
な
い
。
典
型
的
に
は
営
業
上
の



円
却
》

秘
密
で
あ
り
、
不
正
競
争
防
止
法
に
準
じ
て
、
厳
密
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
、
企
業
の
損
害
は
、

「
お
そ
れ
」
で
足
り
る

と
さ
れ
て
お
り
、
広
範
な
不
開
示
を
許
容
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
正
当
な
利
益
を
「
著
し
く
害
す
る
」
と
い
う
限
定
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
6
(
2
)
イ
が
す
で
に
広
範
な
競
争
上
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
同
規
定
で
は
保
護
さ
れ
ず
第
6

円
相
品
〉

ハ
2
)
ロ
で
な
け
れ
ば
保
護
さ
れ
な
い
情
報
が
何
か
に
つ
い
て
も
明
白
で
は
な
い
。

第
6
(
2
〉
た
だ
し
書
に
よ
る
絶
対
的
開
示
事
由
が
有
効
に
機
能
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
疑
念
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
地
方
自
治

4 
体
の
ほ
と
ん
ど
の
情
報
公
開
条
例
が
こ
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

91-→育報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

「
公
害
・
薬
害
に
関
す
る
情
報
等
、
人
の
生

命
・
健
康
に
関
す
る
情
報
や
、
人
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
企
業
等
の
違
法
、
不
当
な
行
為
に
関
す
る
情
報
の
非
公
開
事
例
が
極
め
て
多

円

忽

〉

く
、
:
:
:
市
民
団
体
が
こ
の
よ
う
な
条
項
を
提
案
し
た
こ
と
に
よ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
自
治
体
の
条
例
で
、
こ
の
条
項

門

m
U〉

に
よ
っ
て
企
業
情
報
が
実
際
に
開
示
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
効
性
に
疑
義
を
も
た
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
絶
対
的
開
示

事
由
は
、
不
開
示
事
由
を
厳
密
に
限
定
し
て
初
め
て
機
能
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

第
7
に
よ
っ
て
裁
量
的
開
示
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

F
O
I
A
の
適
用
除
外
事
由

ωω
は
ト
レ
ー
ド
・
シ

i
グ
レ
ッ

門

川

晶

〉

門

笥

〉

ト
法
と
の
関
係
で
裁
量
的
開
示
の
余
地
が
な
い
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
「
当
然
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
注
目
に
値
す
る
」
と
評
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
司
法
省
の
解
釈
は
と
も
か
く
も
、

F
O
I
A
の
下
で
裁
量
的
開
示

を
禁
じ
る
判
例
法
理
が
す
で
に
確
立
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
し
、

F
O
I
A
制
定
当
初
よ
り
ト
レ
ー
ド
・
シ

l
グ
レ

v
ト
法
に
強

力
な
役
割
を
与
え
て
き
た
の
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
裁
量
的
開
示
に
該
当
す
る
公
益
と
し
て
は
、
第
6

へ2
〉
た
だ
し
書
に
い
う
生
命
・
身
体
・
健
康
と
い
う
公
益
に
加
え
て
、

「
違
法
又
は
著
し
く
不
当
な
事
業
活
動
に
関
す
る
情
報
」
及
び
「
消
費
生
活
そ
の
他
人
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

c
a
v
 

情
報
」
等
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
多
く
の
場
合
、
裁
量
的
開
示
に
該
当
す
る
公
益
は
、
第
6
(
2
〉
た
だ
し
書
に
い
う
公
益
と
重
複
す



第9巻3・4号一一92

た
だ
し
書
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
也
、
第
7
に
よ
る
開
示
の
道
が
あ
る
と
い
え
る
よ
う

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

な
、
二
重
の
絞
り
と
し
て
の
効
果
ま
で
期
待
で
き
る
訳
で
は
な
い
。

そ
の
上
、
開
示
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
裁
量
権
の
濫
用
の
証
明
責
任
は
開
示
請
求
者
側
に
あ
り
、
国
民
に
重
い
負
担
を
課
す
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
要
綱
案
が
裁
量
的
開
示
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

門
訂
〉

第
臼
の
「
第
三
者
保
護
に
関
す
る
手
続
」
は
、
行
政
機
関
が
開
示
等
決
定
を
す
る
に
際
し
、
情
報
提
供
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

6 
で
き
る
と
い
う
任
意
規
定
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
6
(
2
)
た
だ
し
書
又
は
第
7
の
絶
対
的
開
示
事
由
に
よ
る
開
示
に
は
、
開

示
決
定
に
先
立
ち
、
第
三
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
規
定
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
規
定
に
つ
い
て
は
、

「
行
政
機
関
の
裁
量
は
手
続
的
に
も
制
約
さ
れ
碕
〕
と
同
時
に
、
情
報
の
開
示
・
不
開
示
が
企
業
の
意
思
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と

も
予
測
さ
れ
、
任
意
規
定
と
す
れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
開
示
す
る
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
が
不
服
申
立
を
す
る
に
足
り
る
期
間
を
確
保
す
る
よ
う
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
執
行
停

止
や
開
示
差
止
訴
訟
の
提
起
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
八
ム
闘
を
原
則
と
す
る

F
O
I
A
に
開
示
差
止
規
定
を
お
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
て
、
情
報
提
供
者
に
逆
F
O
I
A
訴
訟
(
開
示
差
止
訴
訟
)
提
起
の
訴
権
を
認
め
る
規
定
を
F
O
I
A
自
身
に
は
お
い

ハ

mv

ハ
叩
却
〉

て
い
な
い
こ
と
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

情
報
公
開
条
例
と
の
比
較

都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
条
例
の
な
か
で
、
不
開
示
特
約
を
付
さ
れ
た
情
報
を
一
律
に
不
開
示
と
す
る
規
定
を
設
け
た
の
は
、
唯
一
、

門担〉

香
川
県
情
報
公
開
条
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
と
基
本
的
に
同
様
の
類
型
に
属
す
訪
中
附
な
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
他
方
で
は
、
神
奈
川
県
条
例
の
よ
う
に
、
情
報
の
開
示
・
不
開
示
は
そ
の
内
容
自
体
に
よ
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の



(お〉

よ
う
な
一
律
不
開
示
と
す
る
規
定
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

2 

(
川
品
)

F
O
I
A
の
適
用
除
外
事
由

ωω
に
関
す
る
判
例
法
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
た
。
ア

(お〉

一
九
七
四
年
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
ス
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
ス
基
準
が
、

地
方
自
治
体
の
情
報
公
開
条
例
は
、

メ
リ
カ
で
は
、

「
秘
密
に
属
す

る
(
円
。
口
白
骨
ロ
位
向
日
)
情
報
」
の
確
立
し
た
判
断
基
準
と
さ
れ
て
き
た
。
同
基
準
は
、
当
該
情
報
の
開
示
に
よ
っ
て
、
①
将
来
必
要
な
情

報
を
収
集
す
る
政
府
の
能
力
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
(
以
下
で
は
-
宮
古
山
町
自
由
主
基
準
と
い
う
)
、
ま
た
は
②
情
報
を
提
供
し
た

第
三
者
の
競
争
上
の
地
位
に
実
質
的
な
損
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
(
以
下
で
は

g
B吉伸
E
S
F司
自
基
準
と
い
う
)
、

(
話
)

適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る
と
し
た
。
多
く
の
条
例
が
、
立
法
に
際
し
て
、
同
基
準
を
参
考
と
し
て
き
た
た
め
に
、
不
開
示
特
約
付
の
情

93一一情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

報
を
一
律
に
不
開
示
と
す
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
訂
)

3

企
業
情
報
の
不
開
示
事
由
の
解
釈
・
適
用
に
関
し
て
、
農
薬
残
留
健
康
茶
事
件
が
参
考
に
な
る
。
本
件
は
、
市
販
の
ウ
ー
ロ
ン
茶

の
一
部
か
ら
有
機
塩
素
系
農
薬
B
H
C
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
が
東
京
都
に
対
し
て
、
そ
の
商
品
名
と
検
出
量
に
関
す
る
資

料
を
、
東
京
都
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
て
開
示
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
都
は
、
異
議
決
定
に
お
い
て
商
品
特
定
事
項
を
除
く
部

分
を
開
示
し
た
が
、
消
費
者
側
は
全
面
開
示
を
求
め
て
出
訴
し
た
。
そ
こ
で
、
当
該
情
報
の
開
示
が
、
同
条
例
九
条
三
号
に
い
う
「
競
争

上
又
は
事
業
運
営
上
の
地
位
そ
の
他
社
会
的
な
地
位
が
損
な
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
に
該
当
す
る
か
が
争
わ
れ
た
。
東
京
地
裁
は
、

当
該
情
報
の
開
示
に
よ
っ
て
、

「
事
業
活
動
等
に
何
ら
か
の
不
利
益
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
の
有
し
て

い
る
競
争
上
等
の
地
位
が
当
該
情
報
の
開
示
に
よ
っ
て
具
体
的
に
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
客
観
的
に
明
白
な
場
合
を
意
味
す
る
も
の
と
解
す

(
傍
線
筆
者
)
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
営
業
上
の
秘
密
に
該
当
す
る
の
は
、

「
事
業
活
動
上
の
機
密
事
項
や
生

る
の
が
相
当
で
あ
る
」

産
技
術
上
の
秘
密
に
属
す
る
内
容
」
で
あ
る
こ
と
を
、
傍
論
の
中
で
述
べ
て
お
り
、

要
綱
案
第
6
(
2
)
イ
は
企
業
情
報
の
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

不
開
示
事
由
を
厳
密
に
限
定
し
て
い
る
。

「
営
業
上
の
秘
密
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
の
明
確
な
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規
定
が
な
い
。
本
件
、
農
薬
残
留
健
康
茶
事
件
で
示
さ
れ
た
厳
密
な
不
開
示
事
由
に
鑑
み
、

よ
り
限
定
的
な
解
釈
が
期
待
さ
れ
る
。

要
綱
案
の
修
正
案

要
綱
案
の
修
正
と
い
う
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
な
ら
、
情
報
公
開
法
理
論
研
究
会
の
立
場
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
り
、
立
法
に
際
し
て
は

以
下
の
修
正
を
期
待
す
る
。

第
6
(
2
)
イ
「
:
:
:
競
争
上
の
地
位
、
財
産
権
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
の
う
ち
、
相
当
に
広
範

な
企
業
情
報
を
保
護
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
は
、

「
著
し
く
」
と
い
う
限
定
が
必
要
で
あ
り
、

「
正
当
な
利
益
を
著
し
く

害
す
る
」
と
す
る
。

2 

第

6
(
2
)
ロ
「
行
政
機
関
か
ら
の
要
請
を
う
け
て
」
の
後
に
、
「
(
当
該
情
報
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
法
令
上
の
権
限
が
あ
る
場

合
を
除
く
と
を
付
加
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
、

よ
り
明
確
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

3 

第
6
(
2
)
ロ
「
常
例
と
し
て
公
に
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
:
:
:
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
、

開
示
請
求
時
に
お
け
る
合
理
性
の
判
断
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、

「
常
例
と
し
て
公
に
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

開
示
請
求
時
に
お
い
て
当
該
約
束
の
締
結
が
状
況
に
照
ら
し
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
に
変
更
す
る
。

情
報
の
価
値
は
時
と
共
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
開
示
特
約
の
合
理
性
の
判
断
は
、
開
示
請
求
時
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

r-、〆「

11 10 
'-' '-' 

八
共
同
研
究
V
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
(
中
間
報
告
)
の
批
判
的
検
討
」
法
律
時
報
六
八
巻
八
号
一
一
四
頁
、
三

O
頁
(
一
九
九
六
年
〉
。

室
井
力
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
(
中
間
報
告
〉
に
つ
い
て
|
自
治
体
条
例
と
の
比
較
か
ら
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
九
三
号
三
一
ニ
頁
、
一
ニ
五
頁
(
一



95一一情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

九
九
六
年
〉
。

〈
ロ
〉
奥
平
康
弘
「
中
間
報
告
を
読
ん
で
l
あ
る
憲
法
研
究
者
の
感
想
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
九
一
二
号
一
九
頁
、
二
三
頁
〈
一
九
九
六
年
〉
。

(
臼
)
土
生
照
子
「
実
効
性
の
あ
る
情
報
公
開
法
の
制
定
を
求
め
る
|
情
報
公
開
部
会
『
中
間
報
告
』
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
九
三
号
三
八

頁
、
四
二
頁
〈
一
九
九
六
年
〉
。

(
H
〉
八
対
談

V
「
情
報
公
開
法
制
定
に
向
け
て
」
法
律
時
報
六
九
巻
一
号
六
頁
(
一
九
九
七
年
一
)
。

(
日
〉
字
賀
克
也
「
行
政
情
報
公
開
部
会
最
終
報
告
に
つ
い
て
」
前
掲
注

(
1
〉
二
六
頁
。

(
路
)
芝
池
義
一
『
行
政
法
総
論
講
義
』
二
四
六
頁
(
有
斐
閥
、
一
九
九
四
年
)
。

〈
げ
)
多
賀
谷
一
照
「
不
開
示
情
報
を
ど
う
捉
え
る
か
」
法
律
時
報
六
九
巻
一
号
三
二
頁
、
三
五
頁
ハ
一
九
九
六
年
〉
。
論
者
は
、
「
監
督
行
政
機
関
と

法
人
等
と
が
、
個
別
的
監
督
関
係
に
あ
り
、
そ
の
監
督
関
係
の
一
環
と
し
て
任
意
的
・
自
発
的
に
提
供
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の
任
意
性

は
外
見
に
渇
き
ず
、
実
際
に
は
提
供
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
己
と
す
る
が
、
要
綱
案
の
意
図
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

〈
山
崎
)
入
資
料

V
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
・
情
報
公
開
法
要
綱
案
の
考
え
方
」
法
律
時
報
六
九
巻
一
号
五
八
頁
、
六
四
頁
(
一
九
九
六
年
〉
。

(
m
U

〉
不
開
一
部
特
約
一
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
委
員
会
行
政
情
報
公
開
部
会
の
中
で
も
、
反
対
意
見
の
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
秘
密
扱

い
で
提
供
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
不
開
示
と
す
る
と
、
実
際
に
は
大
し
た
こ
と
の
な
い
情
報
も
適
用
除
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。
や
は

り
情
報
の
中
身
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
利
益
を
与
え
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
基
本
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
不
開
示
範
囲
に
取

り
込
む
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
」
(
行
政
改
革
委
員
会
事
務
局
監
修
『
情
報
公
開
法
要
綱
案
(
中
間
報
告
と
四
八
頁
(
一
九
九
六
年
》
。

ま
た
、
条
例
レ
ベ
ル
で
は
、
任
意
に
提
供
さ
れ
た
企
業
情
報
を
不
開
示
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
企
業
情
報
に
関
す
る
適
用
除
外
事
由
及
び
行

政
運
営
情
報
に
関
す
る
適
用
除
外
事
由
の
双
方
に
よ
っ
て
実
質
的
に
判
断
さ
れ
て
お
り
、
「
新
た
に
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
独
立
し
た
適

用
除
外
事
項
と
し
て
検
討
す
る
余
地
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
ハ
三
宅
弘
『
情
報
公
開
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
一
九
三
頁

(
花
伝
社
、
一
九
九
五
年
〉
〉
。

〈
却
〉
不
正
競
争
防
止
法
二
条
四
項
は
、
「
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
生
産
方
法
、
販
売
方
法
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技
術
上
又
は
営
業

上
の
情
報
で
あ
っ
て
、
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
秘
密
と
し
て
の
管
理
、
有
用
性
、
非
公
知
性
の
吉
一
要
件
を
い

う
ハ
山
中
信
弘
「
営
業
秘
密
の
保
護
の
必
要
性
と
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
六
二
号
一
四
頁
(
一
九
九

O
年
己
。

(
幻
)
例
え
ば
、
「
『
正
当
な
利
益
』
と
は
い
え
な
い
、
『
不
当
な
』
『
期
待
と
信
頼
』
を
非
公
開
扱
い
す
る
こ
と
と
し
て
使
用
さ
れ
る
:
:
:
。
た
と
え
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ば
、
企
業
の
犯
し
た
不
祥
事
で
届
出
義
務
の
な
い
も
の
」
(
一
一
一
宅
弘
H
天
野
「
知
る
権
利
と
法
人
情
報
保
護
と
の
調
整
」
前
掲
注
(
9
〉
一
三
七
頁
)

ゃ
、
「
企
業
に
不
利
益
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
、
公
開
に
よ
り
行
政
の
面
子
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
情
報
」
(
〈
座
談
会

V
「
情
報
公
開
は
ど
こ
ま

で
進
む
か

l
情
報
公
開
法
要
綱
案
が
法
律
に
な
っ
た
ら
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
O
七
号
二
O
頁
、
二
五
頁
(
一
九
九
七
年
)
)
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

(
辺
)
第
二
東
京
弁
護
士
会
『
情
報
公
開
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
七
一
一
一
|
七
四
頁
(
花
伝
社
、
一
九
八
八
年
〉
。

(
お
)
第
二
東
京
弁
護
士
会
『
情
報
公
開
条
例
の
研
究
』
七
O
|
八
二
頁
(
花
伝
社
、
一
九
九
四
年
)
参
照
。
食
品
衛
生
法
違
反
に
よ
る
営
業
停
止
処

分
を
受
け
た
業
者
名
の
公
闘
を
拒
否
し
た
答
申
例
(
東
京
都
)
、
窒
素
酸
化
物
削
減
計
画
及
び
環
境
調
査
報
告
書
の
公
開
に
つ
い
て
一
部
公
開
相
当

と
し
た
答
申
例
(
川
崎
市
)
、
清
掃
工
場
の
溶
融
炉
に
係
る
設
計
図
及
び
仕
様
書
に
関
す
る
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
非
公
開
相
当
と
し
た
答
申
例

(
東
京
都
)
等
。

(
剖
)
。
部
門
冊
。
同

H
E
0
2
5
z
g
g門-
P
M
E
n
uご

C
・
ω-H)名門・

0同』
5
z
n
p
司
如
何
何
回
)
O
富
。
明

HZ問。
HN冨
〉
、
『

5
Z
〉
n
H
d
の
CHロ
切
除

可
何
回
〈
〉
(
い
J

問
。
〈
何
回
円
〈
同
何
者
会
活
印
刷
【
同
伊
丹
S
D
Y
巳

H
S
l
H
g
h
F
E∞
会
・
字
賀
克
也
「
公
文
書
開
示
決
定
取
消
請
求
事
件
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
五
三
号
九
三
頁
注
入
(
一
九
九
四
年
)
、
松
井
茂
記
「
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公
開
法
(

2

)

」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
O
九
二
号
五
一
頁
(
一
九
九
六
年
)

参
照
。

(
お
)
宇
賀
克
也
「
企
業
活
動
と
情
報
公
開
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
七
頁
、
二
三
頁
(
一
九
九
六
年
〉
。

(
部
)
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
情
報
公
開
法
大
綱
」
自
由
と
正
義
四
六
巻
五
号
八
三
頁
(
一
九
九
五
年
)
。

(
幻
)
ア
メ
リ
カ
で
は
、
情
報
提
供
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
の

F
O
I
A
改
正
法
案
が
再
三
提
出
さ
れ
た
が
実
現
さ
れ
ず
、
事
前
告
知
・
聴
聞
手

続
に
関
し
て
は
、
一
九
八
七
年
大
統
領
命
令
第
一
二
六
O
O
号
に
よ
っ
て
解
決
を
み
た
(
本
畝
(
天
野
)
淑
子
他
「
ア
メ
リ
カ
の
情
報
自
由
法
と

企
業
情
報
」
広
島
法
学
一
七
巻
二
号
二
七
一
頁
(
一
九
九
三
年
)
参
照
〉
。

(
お
)
多
賀
谷
一
照
、
前
掲
注
(
口
)
コ
一
四
頁
。

(

却

)

逆

F
O
I
A
訴
訟
の
リ
l
デ
ィ
ン
グ
・
ヶ
l
ス
で
あ
る
わ
官

3
-
2
。
。
召
・
〈
・
回

2
4司
P
A
E
H
C
-
∞-
M
∞同

(
5
3
)
に
お
い
て
連
邦
最
高

裁
判
所
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
を
根
拠
と
し
て
情
報
提
供
者
は
司
法
審
査
を
受
け
る
権
利
を
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

(
初
)
た
だ
し
、
自
治
体
の
条
例
の
下
で
争
わ
れ
た
、
公
開
決
定
取
消
訴
訟
に
係
る
執
行
停
止
申
立
に
関
す
る
一
二
件
の
裁
判
例
(
栃
木
県
・
帝
京
大
学

財
務
関
係
文
書
、
横
浜
市
・
建
築
確
認
申
請
書
及
び
付
属
書
類
、
那
覇
市
・
自
衛
隊
施
設
建
築
工
事
)
に
つ
い
て
、
開
示
差
止
訴
訟
と
し
て
の

「
弊
害
は
懸
念
さ
れ
た
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
い
」
と
い
う
評
価
も
あ
る
(
右
崎
正
博
「
情
報
公
開
条
例
訴
訟
の
動
向
」
自
由
と
正
義
四
六
巻
五
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号
一
七
頁
、
二
一
頁
(
一
九
九
五
年
)
)
。

(
出
)
香
川
県
公
文
書
公
開
条
例
六
条
七
号
は
、

報
」
と
規
定
す
る
。

(
辺
)
宇
賀
克
也
「
情
報
公
開
法
要
綱
案
中
間
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
」
前
掲
注
(

6

)

七
三
頁
。

(
お
)
神
奈
川
県
県
政
情
報
室
編
『
か
な
が
わ
の
情
報
公
開
』
二
五
六
頁
他
(
一
九
八
四
年
)
。
神
奈
川
県
条
例
五
条
一
項
二
号
は
、
「
法
人
そ
の
他
の

団
体
(
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。
)
に
関
す
る
情
報
又
は
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
で

あ
っ
て
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個
人
に
明
ら
か
に
不
利
益
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

情
報
を
除
く
。
ア
人
の
生
命
、
身
体
又
は
健
康
を
法
人
等
又
は
個
人
の
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
ず
る
危
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
公
開
す
る
こ

と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
情
報
イ
(
略
)
ウ
(
略
ご
と
規
定
す
る
。

(
引
剖
)
宇
賀
克
也
「
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公
開
(
一
)
」
自
治
研
究
七
三
巻
八
号
一
四
頁
(
一
九
九
六
年
)
。
な
お
、
一
九
九
六
年
四
月
現
在
で
、
一
二
三
六

の
自
治
体
が
情
報
公
開
条
例
又
は
要
綱
を
制
定
し
て
い
る
。

(お
)

Z
山
片
山

O
ロ
回
目
ア
ロ
}
内
田
伶

(
U
D
H
M
m
m門
司
白
昨
日

O
D

〉
訟
が

4
・
F
向

C
H
S
P
A
S
∞
目
立
叶
呂
ハ
ロ
・
ゎ
・
【
U
F
H
U吋
AH
〉・

(
お
)
た
だ
し
、
日
本
の
情
報
公
開
条
例
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
ス
基
準
の
い
う
吉
宮
古

5
三
基
準
に
つ
い
て
、
行
政
運
営
情
報
等
の
不

開
示
事
由
と
し
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
要
綱
案
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(
初
出
)
判
例
時
報
一
五
一

O
号
二
七
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
六
三
号
二
九
六
頁
、
宇
賀
克
也
「
企
業
情
報
と
情
報
公
開
条
例
」

N
B
L
五
六
四
号
二
八

頁
(
一
九
九
五
年
〉
、
平
松
毅
「
判
例
評
論
」
四
一
二
六
号
二
五
頁
、
飯
田
正
剛
「
不
利
益
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
非
公
開
と
す
べ
き
で
は
な
い
」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
八
七
号
五
二
頁
(
一
九
九
五
年
)
参
照
。

(
お
)
〈
共
同
研
究

V
「
行
政
情
報
公
開
部
会
報
告
(
最
終
報
告
〉
の
批
判
的
検
討
」
前
掲
注
(

9

)

七
八
頁
。

「
公
開
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
任
意
に
個
人
又
は
法
人
等
か
ら
県
の
機
関
に
提
供
さ
れ
た
情

第
二
章

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
提
供
情
報
の
議
論

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
事
件
の
発
端
は
、
原
子
力
工
業
団
体
が
原
子
力
規
制
委
員
会

(
N
R
C
)
に
任
意
提
供
し
た
情
報
に
つ
い
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て
、
公
衆
の
た
め
の
利
益
団
体
(
円
円
庄
内
包
冨
忠
回
開

D2m有
司
さ
す
n
y
以
下
で
は

C
M
E
P
と
い
う
)
が
一
九
八
四
年
に
開
示
を
求

め
た
こ
と
に
始
ま
る
。
当
該
情
報
は
、
同
工
業
団
体
の
同
意
な
し
に
は
他
者
に
開
示
し
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で

N
R
C
に
提
供
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、

N
R
C
は
、
こ
の
よ
う
な
分
野
の
監
督
・
規
制
に
関
与
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
令
上
、
資
料
の
提
出
を
義
務
づ
け
る

〔

H
引

)

こ
と
も
で
き
た
、
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
地
裁
が
、
当
該
情
報
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
の
下
で
適
用
除
外
事
由

ωω
に
該

当
す
る
と
し
て
、
不
開
示
の
判
断
を
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て

C
M
E
P
側
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
七
年
、
同
高
裁
は
原
判
決

(
目
別
)

を
取
消
し
地
裁
に
差
戻
し
た
。
同
高
裁
は
、
①
原
子
力
工
業
団
体
が
報
告
書
の
任
意
提
供
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

N
R
C
は
こ
れ
ら

一
九
八
六
年
に
は
、

の
情
報
を
将
来
に
お
い
て
入
手
で
き
な
く
な
る
の
か
、
②
入
手
方
法
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
の
質
に
影
響
が
生
ず
る
の
か
の
二
点

に
つ
い
て
、

N
R
C
は
証
明
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

一
九
九

O
年
、
同
地
裁
は
、

た
と
え

N
R
C
が
情
報
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
権
限
を
有
し
て
い
て
も
、
当
該
情
報
の
開
示
は
情
報
の
質

(
H
H
》

に
影
響
を
与
え
、

N
R
C
の
効
率
的
で
有
効
な
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
不
開
示
を
命
じ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、

C
M
E
P

一
九
九
一
年
の
同
高
裁
で
は
破
棄
差
戻
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
被
控
訴
人
で
あ
る

N
R
C
及
び
同
工
業
団
体
か
ら
の

側
が
控
訴
し
た
が
、

申
立
に
よ
り
、
全
員
法
廷
で
の
審
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
審
理
で
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
控
訴
裁
判
所
の
一
一
名
の
裁
判

官
の
う
ち
、
七
名
が
多
数
意
見
(
う
ち
三
名
が
補
足
意
見
)
、
残
り
四
名
が
反
対
意
見
で
あ
っ
域
日

多
数
意
見
は
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。

適
用
除
外
事
由

ω叫
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
は
、
継
続
的
な
情
報
の
収
集
を
確
保
す
る
政
府
の
利
益
と
、
競
合
企
業
か
ら
経
済
上
の

地
位
を
護
る
企
業
の
利
益
マ
あ
る
。
情
報
が
任
意
に
提
供
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
適
用
除
外
事
由

ω叫
に
と
っ
て
も
重
要
な
点
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
と
任
意
提
供
の
場
合
と
を
区
別
し
、
前
者
に
は
従
来
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

1
ク
ス
基
準

2 



つ
ま
り
、
当
該
情
報
が
任
意
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
情
報
提
供
者
が
慣
行

ハ
必
)

と
し
て
公
衆
に
公
開
し
て
こ
な
か
っ
た
場
合
に
は
適
用
除
外
と
な
り
、
情
報
は
開
示
さ
れ
な
い
。
こ
の

(の

5
Z
B
R可
可
何
回
片
岡
国

O
E
∞
E
ロ
色
白
一
円
円
。
」
は
、
業
界
と
し
て
の
慣
行
で
は
な
く
、

を
適
用
す
る
が
、
後
者
に
は
新
た
な
基
準
を
示
す
。

「
慣
行
上
の
取
り
扱
い
基
準

提
供
者
個
人
と
し
て
の
慣
行
で
足
り
る
。

者
の
慣
行
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
は
行
政
機
関
が
負
う
の
で
あ
り
、
同
基
準
は
客
観
的
で
あ
る
、
と
。

た
だ
し
、
裁
判
所
は
任
意
提
供
と
強
制
提
出
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
も
、

情
報
提

「
慣
行
上
」
の
文
言
に
つ
い
て
も
明
確
に
は
し
て
い
な
い
。
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そ
し
て
、
行
政
機
関
が
情
報
の
提
出
を
強
制
で
き
る
場
合
で
も
、
任
意
提
供
に
よ
っ
て
情
報
を
公
衆
か
ら
秘
匿
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
C
M
E
P
側
の
主
張
に
対
し
て
、
「
公
衆
が
最
大
限
の
情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
行
政
の
規
制
権
限
を
行
使
せ
よ
と

F
O
I
A
は
要

門日〉

請
し
て
い
る
の
で
は
な
い
」
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
補
足
意
見
は
、
適
用
除
外
事
由

ωω
の
適
正
な
理
解
は
法
の
文
言
そ
の
も
の
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
司
法
が
新
た
な
尺
度
を
追

加
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
消
極
的
に
多
数
意
見
を
承
認
し
て
い
る
。

(
臼
)

こ
れ
に
対
し
て
反
対
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

3 ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
は
そ
も
そ
も
、
任
意
提
供
情
報
と
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
情
報
の
双
方
に
適
用
す
る
た
め
に
、

〈
日
)

綿
密
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
例
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
を
支
持
す
る
。
本
判
決
で
は
、
任
意
に
政
府
に
提
供

さ
れ
た
商
業
上
及
び
財
政
上
の
あ
ら
ゆ
る
事
例
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
l
ク
ス
基
準
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
後
退
は
、

実
質
上
、
当
裁
判
所
の
判
例
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
グ
ス
判
決
を
先
例
と
し
て
き
た
他
の
高
裁
の
判
例
法
の

(
円
四
)

変
更
に
も
な
る
。
ま
た
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
で
は
、
情
報
提
供
者
が
慣
行
と
し
て
公
衆
に
開
示
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
慣
行

の
妥
当
性
と
か
、
こ
の
慣
行
が
適
用
除
外
事
由

ωω
の
目
的
及
び

F
O
I
A
の
目
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
も
は
や
独

立
の
司
法
審
査
が
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
慣
行
と
い
え
る
だ
け
の
期
間
、
公
衆
か
ら
情
報
を
秘
匿
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
だ
け
で
秘
密
に
属
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す
る
情
報
と
み
な
す
こ
と
を
許
す
と
い
う
点
で
、
こ
の
新
た
な
基
準
は
、
か
な
り
「
主
観
的
」
で
あ
引
ザ
情
報
そ
の
も
の
を
審
査
し
な
い

同
基
準
は
、
行
政
活
動
へ
の
公
衆
の
理
解
に
寄
与
す
る
と
い
う
F
O
I
A
の
中
心
的
な
目
的
に
反
す
紛
v

と。

4 

本
判
決
に
対
し
、

C
M
E
P
側
は
、
連
邦
最
高
裁
に
上
告
し
た
。
連
邦
最
高
裁
で
は
、
九
名
の
裁
判
官
の
う
ち
四
名
の
賛
成
が
あ

れ
ば
裁
量
上
訴
を
認
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
不
受
理
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス

事
件
と
し
て
は
判
決
が
確
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
、
最
高
裁
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
事
件
に
つ
い
て
の
審
理
を
し
な
い

と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
高
裁
の
判
断
を
支
持
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ま
た
、
最
高
裁
の
保
守
派
に
と
っ
て
も
リ
ベ
ラ
ル
派
に
と

っ
て
も
、
現
在
は
審
理
し
た
く
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
七
四
年
以
来
、
長
年
支
持
さ
れ
て
き
た
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
パ

i
ク
ス
基
準
を
再
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、
各
高
裁
で
の
判
断
が
不
統
一
に
な
り
、
最
高
裁
の
判

断
を
望
ま
れ
る
時
点
で
、
審
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

司
法
省
の
見
解

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
の
不
明
瞭
か
ら
生
ず
る
混
乱
を
補
う
目
的
で
、

ス
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
任
意
提
供
情
報
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

入
札
希
望
者
が
任
意
に
情
報
を
提
供
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
任
意
提
供
と
は
い
え
な
い
。
行
政
側
は
、

一
九
九
三
年
、
司
法
省
は
行
政
機
関
に
対
し
て
ガ
イ
ダ
ン

許
可
や
政
府
契
約
の
た
め
に
、

情
報
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
広
範
な
法
律
上
の
権
限
を
有
し
て
い
る
が
、
権
限
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
強
制
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
そ
の

権
限
を
行
使
し
た
か
否
か
に
よ
る
。
非
公
式
な

Q
E
O
H
E
m
-
)
情
報
提
供
と
は
、
法
律
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
資
料
の
提
供
や
、
規
則
・

命
令
が
公
布
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
資
料
提
供
を
い
う
。
よ
っ
て
、
行
政
機
関
に
提
出
さ
れ
る
商
業
上
・
財
政
上
の
ほ
と
ん
ど
の
情
報
は
、

提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

よ
り
厳
密
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
全
く
任
意
に
提
供
さ



れ
た
情
報
に
だ
け
、
広
範
な
保
護
を
与
え
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
が
適
用
さ
れ
る
、

と

司
法
省
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
安
易
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
の
適
用
を
予
定
し
て
は
い
な
い
。
加
え
て
、

一
九
九
三
年
一

O
月
四

日
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、

F
O
I
A
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
、
政
府
に
お
け
る
公
開
性
を
新
た
に
す
る
よ
う
連
邦
省
庁

に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
の
リ
ノ
司
法
長
官
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
も
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
の

F
O
I
A
訴
訟
に
お
け
る
政

府
擁
護
の
指
針
を
廃
止
し
、
不
開
示
決
定
を
弁
護
す
る
か
否
か
の
決
定
に
は
開
示
の
推
定

Q
2
2
5
Z
Zロ
え

a
Z己
2
2巾
)
を
適
用

す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
可
能
な
限
り
裁
量
的
開
示
を
す
る
よ
う
に
勧
奨
し
て
い
る
。

(ω〉

同
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
添
っ
た
裁
判
例
も
す
で
に
み
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
関
す
る
裁
判
例
及
び
議
論
の
展

101-→育報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

聞
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
巡
る
議
論
の
展
開

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
に
よ
っ
て
、
逆

F
O
I
A
訴
訟
が
再
び
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
企
業
側
は
、
許
可
や
政
府
契
約
の
た

め
に
提
出
さ
れ
た
情
報
は
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
り
開
示
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
従
来
、
裁
判
所
は
、
政
府
契
約
の
た
め

の
情
報
提
出
は
任
意
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
e

マ
ス
判
決
の
直
後
に
だ

〈
臼
)

さ
れ
た
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
の
連
邦
地
裁
の
二
つ
の
判
決
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
任
意
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
適
用
除
外
に
該
当
す

〈

ω〉

る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
連
邦
地
裁
に
お
い
て
、
円
。
自
色
2
3
H
D
円・

4

・
の
ω
k
r
は
、
入
札
時
の
単
価
情
報
は
任
意
提
供
で
は
な

グ
リ
テ
イ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
で
は
な
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
て
い
る
。

い
と
し
て
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
グ
ス
基
準
を
採
用
し
て
き
た
八
つ
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
う
ち
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
控
訴
裁
判
所
以
外
の
ど
の

裁
判
所
も
、
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
情
報
の
領
域
だ
け
に
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
の
適
用
を
限
定
し
た
の
で
は
な
い
と
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い
う
こ
と
は
、
言
及
に
値
す
る
。
そ
の
う
え
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

I
ク
ス
判
決
を
、
強
制
提
出
情
報
に
限
定
す
る
こ
と
に
確
聞
た
る
理
由

も
な
い
。
逆
に
、
適
用
除
外
事
由

ωω
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

1
ク
ス
判
決
に
よ
る
二

〈
臼
〉

つ
の
基
準
は
、
任
意
提
供
と
強
制
提
出
の
両
者
を
適
切
に
調
整
し
て
い
る
宮

R
o
s
s
o含
宮
)
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
」
、
と
。
「
任
意
提

供
か
強
制
提
出
か
に
よ
る
区
別
が
問
題
と
な
る
の
は
、
将
来
の
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
政
府
の
努
力
が
、
開
示
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
場
合
だ
け
で
あ
る
。
:
:
:
情
報
の
提
供
が
任
意
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
は
関
係
な
く
、
必
要
な
情
報
の
収
集
が
減
少

す
る
こ
と
を
政
府
が
危
倶
し
な
け
れ
ば
、
政
府
の
利
益
は
十
分
保
護
さ
れ
る
。
ま
た
、
競
争
上
の
損
害
を
避
け
る
と
い
う
私
人
の
利
益
の

保
護
の
問
題
も
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
は
、
そ
の
機
能
を
う
ま
く
果
た
し
て
お
り
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
る

(
削
凹
〉

修
正
は
必
要
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
後
も
、
政
府
契
約
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
文
書
は
任
意
提
供
と
は
い
え
ず
、

(
臼
〉

イ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
る
大
き
な
保
護
は
与
え
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
グ
リ
テ

と
こ
ろ
が
、
任
意
提
供
と
強
制
提
出
と
を
区
別
す
る
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
増
加
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
く
の
判
決
は
中

(
田
山

)

(

m

w

)

心
的
な
論
点
に
つ
い
て
の
根
拠
も
分
析
も
示
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
手
短
に
、
任
意
提
供
で
あ
る
と
結
論
し
た
り
、
逆
に
、
強

(
白
田
)

制
提
出
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年
に
は
再
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
関
す

ハ

ω〉

る
判
決
を
し
て
い
る
が
、
何
ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
与
え
ず
原
審
判
決
を
単
に
認
容
し
て
、
任
意
に
提
供
さ
れ
た
情
報
だ
か
ら
適
用
除
外
に

該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

〈
拘
〉

わ
ず
か
に
参
考
に
な
る
裁
判
例
と
し
て
、
円
、
三
内

g
回
円
。
∞

-ω
・
ω
-
n
0・
4
・
pwHMm
は
、
政
府
契
約
の
た

め
に
求
め
ら
れ
る
非
公
式
の
強
制
に
よ
る
文
書
の
提
出
も
、
強
制
提
出
に
な
る
と
し
た
。
こ
こ
に
い
う
非
公
式
の
強
制
と
は
、
当
該
許
可

申
請
に
直
接
適
用
さ
れ
る
行
政
規
則
で
は
な
く
て
も
、
長
年
の
行
政
実
務
か
ら
そ
の
適
用
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
政
規
則
と
か
、
許
可



の
た
め
に
必
要
な
文
書
の
提
出
を
求
め
る
行
政
機
関
か
ら
の
書
状
な
ど
で
あ
る
。
続
い
て
、
〉
の

ω
n
o
g日)ロ昨日夕

Fn-
〈
-
d
E
g円同

盟
主

g
U
8
.件
。
問
、
H
，H

O
m
w
m
c
ミ
は
、
文
書
の
提
出
が
強
制
的
だ
と
い
う
に
は
、
制
定
法
、
規
則
、
文
書
に
よ
る
命
令
等
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

(η
〉

よ
り
最
近
の
連
邦
地
裁
判
決
で
は
、
富
の
り
oロ
ロ
巾
ロ
ロ
。
ロ
包
曲
目
〈
・
同
開
。
わ
が
あ
る
。
平
等
雇
用
機
会
委
員
会
は
、

ロ。ロ

mNHS
社
に
対
し
て
文
書
の
提
出
を
命
じ
た
が
、
同
社
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
者
間
で
の
ネ
ゴ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

宮円一
U
O
D
D
m
ロ

結
果
、
当
該
文
書
は
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
任
意
提
供
で
あ
る
と
し
て
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
適
用
し
た
。

(
門
叶
)

ま
た
、

n。ユ巾
N

口
同
〈
-
Z〉
ω
k
r

に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
採
用
し
た
。
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
は
、
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情
報
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
い
で
、
何
日
昨
日
社
に
デ
ー
タ
の
提
出
を
求
め
た
。

(
江
)

そ
の
結
果
、
裁
判
所
は
、
当
該
デ
ー
タ
は
任
意
に
提
供
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
た
。
他
方
、

F
2
4
・
匂
ヨ
ハ
い
で
は
、
強
制
的
な
行
政
審

査
手
続
き
の
一
環
と
し
て
政
府
に
提
出
さ
れ
た
文
書
は
任
意
提
供
と
は
み
な
さ
れ
ず
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
l
ク
ス
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い

る。
更
に
、
任
意
に
提
供
さ
れ
た
情
報
に
、

「
慣
行
上
の
取
り
扱
い
基
準
」
を
適
用
す
る
判
決
は
多
い
が
、
こ
こ
で
も
中
心
と
な
る
論
点
に

つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
な
い
。
多
く
の
裁
判
所
は
、
「
当
該
情
報
は
、
提
供
者
が
慣
行
と
し
て
公
衆
に
公
開
し
な
い
情
報
で
あ

(
お
)

る
」
と
、
結
論
だ
け
を
簡
単
に
述
べ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
〉

H
E
E
2
ω
ロ
σ
B
R
E
2
国
邸
宅
J
H
D
n
-

〈
-
d
E芯門同

(
町
山
)

ω
z
g凹

n
gえ
の

S
E
は
、
意
思
形
成
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
目
的
で
任
意
に
提
供
さ
れ
た
安
全
性
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、

そ
の
開
示
を
決
定
し
た
行
政
機
関
の
判
断
を
支
持
し
、
開
示
差
止
請
求
を
退
け
て
い
る
。

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
採
用
す
る
連
邦
地
裁
判
決
は
多
数
あ
る
が
、
任
意
提
供
と
強
制
提
出
の
区
別
に
つ
い
て
も
、

ま
た
、

「
慣
行
上
の
取
り
扱
い
基
準
」
に
つ
い
て
も
明
確
な
判
断
を
示
し
た
裁
判
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
提
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
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が
可
能
で
あ
っ
て
も
行
政
機
関
が
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
任
意
提
供
と
み
な
し
適
用
除
外
に

該
当
す
る
と
判
断
す
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。

2 

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
が
、
企
業
の
損
害
を
審
理
す
る
際
に
も
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
先
述
の
わ

C
B
E
R
P
E
n
-
〈・

。ω〉
は
消
極
的
で
あ
る
。
任
意
提
供
と
強
制
提
出
の
区
別
は
、
政
府
の
損
害
に
つ
い
て
審
理
す
る
際
に
の
み
適
切
な
の
に
、
こ
れ
を
企

業
の
損
害
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
客
観
的
な

g
B勺
E
E
2
E『
B
基
準
を
情
報
提
供
者
の
排
他
的
で
主
観
的
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
替
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
裁
判
例
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。

(
刊
は
)

〉

-
Z
K
F白
内

r
E
S
P
-ロ
の
・
〈
-
m
f
H
d
に
お
い
て
、
連
邦
高
裁
は
、
任
意
提
供
さ
れ
た
情
報
は
全
て
適
用
除
外
に
該
当
す
る
と
し

た
原
審
判
決
を
退
け
た
。
こ
の
よ
う
な
広
範
な
適
用
除
外
を
許
す
と
、
理
由
の
な
い
秘
密
に
大
き
な
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
凶
J

と
し
た
。

(
創
)

議
会
は
、
任
意
提
供
情
報
の
全
て
を
適
用
除
外
と
い
う
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
で
覆
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
は
ず
が
な
い
、
と
判
示
し
た
0

2
冨

5
5
n
Rヲ
〈
-
巴

5
5
0
F
a
u
t
a
t
g
q
は
、
密
に
属
す
る
商
業
上
の
情
報
の
審
理
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス

基
準
を
採
用
し
て
、
当
該
文
書
は
適
切
に
秘
密
管
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
適
用
除
外
事
由
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
。
当
裁
判
所

は
、
秘
密
性
に
つ
い
て
の
客
観
的
基
準
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
の
下
で
は
、
公
衆
に
普
通
は
(
ロ

2
5
m
5
1
)

(
幻
)

い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
又
は
政
府
と
の
聞
に
秘
密
約
束
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
決
定
的
な
要
素
で
は
な
い
、
と
し
た
。
公
衆
は
、
当
該

情
報
の
開
示
に
よ
っ
て
、
連
邦
政
府
の
計
画
及
び
支
出
が
適
切
で
有
効
で
あ
る
か
を
評
価
し
、
ま
た
、
行
政
運
営
が
法
に
従
っ
て
行
な
わ

(
刷
叫
〉

れ
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た
。

公
開
し
て

連
邦
裁
判
所
は
、

企
業
の
損
害
を
審
理
す
る
場
合
に
ま
で
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
を
適
用
し
て
お
ら
ず
、
従
来
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ハ

l
ク
ス
基
準
に
依
拠
し
て
い
る
。

3 

と
こ
ろ
で
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
の
あ
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。



立
法
過
程
に
お
い
て
も
任
意
提
供
と
強
制
提
出
と
を
区
別
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
の
に
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
は
、

ナ
シ
ョ
ナ

ル
-
パ

I
ク
ス
基
準
以
前
に
あ
っ
た
「
秘
密
の
約
束
」
基
準
や
「
秘
密
の
期
待
」
基
準
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区

控
訴
裁
判
所
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
適
用
除
外
事
由
を
簡
素
化
し
た
つ
も
り
か

(
町
田
)

も
し
れ
な
い
が
、
現
実
は
逆
効
果
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

行
政
機
関
は
、
当
該
情
報
が
慣
行
と
し
て
公
衆
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
か
だ
け
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、

情
報
が
秘
匿
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
低
俗
な
基
準

F
O
I
A
の
下
で

(
-
0
4弓
巾
門
的
片
山
口

E
E
)

(
山
山
)

判
所
だ
け
で
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
裁
判
所
に
も
影
響
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
い
う
指
摘
等
も
あ
る
。

は
現
在
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
控
訴
裁
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ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
で
は
、
任
意
提
供
と
強
制
提
出
と
の
区
別
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、

た
と
え
政
府
が
情
報
の
提
出
を
義
務

づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
任
意
に
提
供
さ
れ
て
い
れ
ば
適
用
除
外
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
政
府
が
秘
匿
し
た
い
と
思
う

情
報
の
開
示
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
、
同
基
準
が
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
以
外
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
未
だ

(
釘
)

同
基
準
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
批
判
も
あ
る
。

そ
し
て
、

一
九
九
三
一
年
の
大
統
領
及
び
司
法
長
官
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
一
不
さ
れ
た
よ
う
に
、
行
政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
く
と

い
う
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
新
た
な
F
O
I
A
政
策
の
下
で
は
、

(∞∞) 

い
る
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
は
F
O
I
A
の
目
的
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
て

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
批
判
的
検
討
が
、
要
綱
案
の
議
論
の
過
程
で
も
っ
と
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
て
初
め
て
、
公
正
な
判
断
に

至
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。



第9巻3・4号一一106

四

不
開
示
特
約
情
報
に
関
す
る
沿
革

適
用
除
外
事
由

ω刊
に
い
う
「
秘
密
に
属
す
る
情
報
」
に
関
す
る
不
開
示
特
約
に
つ
い
て
の
議
論
は
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判

決
に
よ
っ
て
突
如
浮
上
し
て
き
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
立
法
過
程
及
び

F
O
I
A施
行
初
期
の
判
例
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て

(
凶
閃
)

き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
初
期
の
法
案
で
は
、
適
用
除
外
事
由
似
帥
は
「
営
業
上
の
秘
密
及
び
公
衆
か
ら
取
得
し
た
情
報
で
、
慣
行
上
秘
匡

特
権
が
認
め
ら
れ
ま
た
は
秘
密
に
属
す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
八
九
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案

3
・
口
き
)
で
は
、
こ
の
「
慣

(

m
別

)

行
上
」
と
い
う
文
言
は
削
除
さ
れ
、
「
商
業
上
ま
た
は
金
融
上
」
と
い
う
文
言
に
替
え
ら
れ
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
初
期
の

判
例
は
、
「
慣
行
上
、
情
報
提
供
者
が
公
衆
に
開
示
し
て
い
な
い
情
報
」
つ
ま
り
「
秘
密
の
期
待
」
さ
れ
る
情
報
で
あ
る
か
否
か
、
あ
る

(
川
出
)

い
は
情
報
提
供
時
に
お
け
る
明
示
ま
た
は
黙
示
の
「
秘
密
の
約
束
」
の
有
無
に
依
拠
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
基
準
」

に
は
こ
点
の
欠
陥
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
に
至
る
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
ら
は
主
観
的
基
準
で
あ
り
、
適
用
除
外
事
由

ωω
の
立
法
の
経

緯
に
反
す
る
し
、

F
O
I
A
の
公
開
原
則
に
も
反
す
る
。
第
二
に
、
開
示
が
適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る
か
否
か
を
審
理
す
る
に
当
た
っ

て
、
裁
判
所
に
は
も
は
や
、
当
該
情
報
の
内
容
を
検
討
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
「
基
準
」

(幻
)

(

m

m

)

「
秘
密
に
属
す
る
情
報
」
の
判
断
基
準
と
し
て
充
分
で
は
な
い
と
い
う
多
数
の
判
例
及
び
見
解
が
登
場
し
、
や
が
て
退
け
ら
れ
る
こ

t工、と
に
な
っ
た
。

一
九
七
四
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

I
ク
ス
判
決
が
、
「
慣
行
上
、
情
報
提
供
者
が
公
衆
に
開
示
し
て
い
な
い
情
報
で
あ
る
か
否
か

は
、
当
該
情
報
が
適
用
除
外
事
由

ωω
の
目
的
に
適
合
す
る
『
秘
密
に
属
す
る
情
報
』
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
際
の
唯
一
の
判
断
基

2 
準
で
は
な
い
」
と
し
て
、

よ
り
客
観
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
ス
基
準
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

ロロ
-
U何
回
目
円
・

そ
れ
が
、

行
政
に
関
す
る

5
3同
基
準
と
情
報
提
供
者
に
関
す
る

2
5
3
Eで
σ
宮
門
ヨ
基
準
だ
っ
た
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
に
よ
っ
て
百
否
巴

E
5
E

基
準
の
重
要
性
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
行
政
機
関
が
情
報
の
提
出
を
強
制
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
開
示
に
よ
っ
て
、
情
報
の
質
や
信



頼
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
、
本
基
準
は
適
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

1
グ
ス
基
準
の
下
で
、
第
三
者
が
法
令
、
規
則
、
非
公
式
な
命
令
、
公
益
等
を
理
由
と
し
て
情
報
の
提
出

(
川
田
〉

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
は
、
将
来
に
お
い
て
情
報
を
取
得
す
る
政
府
の
能
力
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
情
報
は
開
示
さ
れ

(
町
田
〉

て
き
た
。
例
え
ば
、
。
。
ロ

E
g
F・
4
0目。
F
4・
明
。
〉
は
、

従
来
は
、

提
出
を
義
務
づ
け
る
た
め
の
規
則
制
定
権
限
を
有
し
て
い
な
が
ら
任
意
提

供
に
依
っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
開
示
に
よ
る
行
政
機
関
の
損
害
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

107-一一情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
後
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
控
訴
裁
判
所
で
有
効
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

比
較
法
的
に
見
れ
ば
、
秘
密
特
約
付
き
の
任
意
提
供
情
報
を
不
開
示
と
明
定
す
る
立
法
例
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
(
但
し
、
ド
イ
ツ
環
境
情
報
法
)
制
…
か
み
ら
れ
る
。
筆
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
を
検
制
ず
る
機
会

た
と
え
人
の
生
命
・
健
康
・
身
体
の
安
全
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
不
開
示
と
さ
れ
る

な
判
例
法
理
が
、

を
得
た
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
お
け
ば
、

事
例
が
多
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

ハ
お
〉
原
子
力
工
業
団
体
は
、
一
九
七
九
年
の
ス
9

1
マ
イ
ル
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
プ
ラ
γ
ト
の
安
全
性
と
信
頼
性
を
促
進
す
る
目
的
で

設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
で
あ
る
。

(山初〉

N
R
C
は
、
一
九
八
二
年
に
同
工
業
団
体
と
の
聞
で
合
意
書
を
交
わ
し
た
上
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
S
E
E
l
-
N
報
告
書
」
を
受
領
し

た
。
当
該
報
告
書
は
、
原
子
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
実
績
の
分
析
、
安
全
関
連
事
故
の
分
析
、
従
業
員
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
専
門
的
な
総
合
的
情
報

等
が
含
ま
れ
て
い
た
ハ
ω
g
nユ
昨
日
円
曲
目
玄
白
田
印
刷
ロ
叩
『

E，

p
c
V
2
4・
Z
問
。
・
由
主
同
町
・

ωZMMMM
・
E
P
U品
目

!ω
会
ハ
ロ
・
。
・
。
・

5

8〉)。

(
川
引

)
ω
m
m
印

d
・
ω
・。・

8
0
I日
S
O
S∞
)
一
回
・
同
，
a
-
2・
M
S司
令
ま
ミ
ミ
白
a
p
s
e
s
u
h
b
s
h
S
E
N
W『

q
S
N
G
E
S支払
b
s
h

』
い
な
民
向
島

H
e
p
N
n
o
g
S
F
E句。
0
8
8
2
E凹
お
∞
・

5
∞
hw
ロ・

2
・
ω
g
曲目白
O
A
F
N
C
・
ω
-
n
-

。NNCH
〈
口

)
(
N
R
C
は
、
必
要
と
認
め
る

と
き
は
報
告
書
の
作
成
を
義
務
づ
け
た
り
、
聴
閣
の
機
会
を
も
っ
権
限
を
有
す
る
)
ニ
。
。
・
円
周
・

2
0・
a(原
子
力
プ
ラ
γ
ト
の
許
可
を
受

け
た
も
の
は
、
事
故
判
明
後
三

O
日
以
内
に
、

N
R
C
へ
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
y

(
m
M

〉
由
Aph
司・

ωgMV旬・

ωAFP
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自
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間
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Critical 
M
a
s
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 E
n
e
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g
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 Project 

v. 
N
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 975 
F. 

2
d
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苫
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Id. 
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自
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Id. 
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Id. 
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D
e
p
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Justice 
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t
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r
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m
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t
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U
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S. 
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(1989)). 
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ト
治
入
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m
か
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:41
需主
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F
O
I
A
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P
D
A
T
E
，

 Sp
r
i
n
g
 
1993，

 at 
3-7. 

(55) 
See

，
 e. 
g.
，
 Mc
D
o
n
n
e
l
l
 D

o
u
g
l
a
s
 Corp. 

v. 
N
A
S
A
，

 895 
F. 

S
u
p
p
.
 
316 

(D. 
D. 

C. 
1995); 

C
h
e
m
i
c
a
l
 
W
a
s
t
e
 
M
a
n
a
g
e
-

m
e
n
t
，
 Inc. 

v. 
O
'
L
e
a
r
y
，
 No
.
 
94-2230

，
 1995 

U
.
 S. 

Dis
t. 

L
E
X
I
S
 2586 

(D. 
D
.
 
C. 

Feb. 
28
，

 1995). 
Iiñ'対王将

0
~

、，'，，-，入
tく

以
幾
F
ν
榊
割
.
.
.
.
J
.
(
J
挺
眼
'
告
当

j崖1iìK~
0

.(J{;I
bl贈

ヨ
ヨ
れ
)~.(J

題
意
起
~
里
壁
土
1告
書
奇
主
総
司
~
~
ぬ
よ

1雰
1時....J~。

Critical 
M
a
s
s
 E
n
e
r
g
y
 Project v. 

N
R
C
，
 830 F. 

2
d
 278 

(D. 
C. 

Cir. 
1987). 

Critical 
M
a
s
s
 E
n
e
r
g
y
 Project v. 

N
R
C
，
 731 

F. 
S
u
p
p
.
 
554 

(D. 
C. 

C. 
1990). 

Critical 
M
a
s
s
 E
n
e
r
g
y
 Project 

v. 
N
R
C
，
 931 

F. 
2
d
 939 

(D. 
C. 

Cir. 
1991). 

975 
F. 

2
d
 871. 

Id. 
at 

873 
(citing 

National 
P
a
r
k
s
 &

 C
o
n
s
t
r. 

Ass'n v. 
M
o
r
t
o
n
，

 498 
F. 

2
d
 at 

770). 

Id. 
at 

872. 

Id. 
at 

879. 

Id. 
at 

880. 
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(
呂
)

E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y，

 Inc. 
v. 

E
P
A，

 822 
F. 

Supp. 
1226，

 1229 
(E. 

D. 
V
a
.
 
1993); 

C
o
h
e
n，

 Du
n
n
 &

 Sinclair，
 

P. 
C. 

v. 
G
S
A
，
 No
.
 
9
2
-
0
0
5
7
-
A
，
 transcript 

at 
28 

(E. 
D. 

V
a
.
 
Sept. 

10，
 1992). 

(
岱
)

864 F. 
Supp. 

510 
(E. 

D. 
V
a
.
 
1994). 

(
包
)

Id. 
at 

517. 

(
苫
)

Id. 
at 

518. 

(
~
)
 

S
o
u
r
c
e
 
O
n
e
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
，
 Inc. 

v. 
U
n
i
t
e
d
 
States 

Dep't 
of 

the 
Interior，

 No
.
 92-Z-2101

，
 transcript at 6

 (D. 
Colo. 

N
o
v
.
 
10 ，

 1993). 

(is) 
F
R
E
E
D
O
M
 O

F
 I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
 A

C
T
 G
U
I
D
E
 &

 P
R
I
V
A
C
Y
 O

V
E
R
V
I
E
W，

 su
p
r
a
 note 24，

 at 
129. 

(
包
)

S
e
e
 T

h
o
m
a
s
 v. 

W
e
i
s
e，

 No
.
 
91-3278，

 slip 
op. 

at 
6
 (D. 

D. 
C. 

Oct. 
7，

 1994). 

(
~
)
 

S
e
e
 Africa F

u
n
d
 v. 

M
o
s
b
a
c
h
e
r，

 No
.
 
92-289

，
 1993 

U. 
S. 

Dist. 
L
E
X
I
S
 7044 

(S. 
D. 

N
.
 Y
.
 
M
a
y
 26，

 1993). 

(fB) 
Allnet 

c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 Servs. 

v. 
F
C
C
，
 800 

F. 
Supp. 

984 
(D. 

D. 
C. 

1992)
，

 aff'd
，

 No. 
92-5351

，
 1994 

U. 
S. 

A
p
p
.
 

L
E
X
I
S
 40831 

(D. 
C. 

Ci
r. 

M
a
y
 27

，
 1994). 

(12) 
N
o
.
 
92-2780

，
 1993 

U. 
S. 

Dist. 
L
E
X
I
S
 20279 

(D. 
D. 

C. 
Sept. 

2，
 1993). 

(
~
)
 

N
o
.
 
92-2714，

 slip 
op. 

at 
10 

(D. 
N
.
 J. 

Sept. 
16，

 1993). 

(
ど
)

922 
F. 

S
u
p
p
.
 
235，

 241 
(E. 

D. 
M
o
.
 
1996). 

(
巳
)

921 
F. 

S
u
p
p
.
 
8
 (D. 

D. 
C， 

1996). 

(t!) 
923 

F. 
S
u
p
p
.
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(S. 
D. 

N. 
Y. 

1996). 

(
巳
)

F
R
E
E
D
O
M
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F
 I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
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C
T
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U
I
D
E
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R
I
V
A
C
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V
E
R
V
I
E
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r
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 e. 
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T
h
o
m
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s
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W
e
i
s
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C. 
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7，
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G
o
v
e
r
n
m
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N
R
C
，
 No
.
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12 

(D. 
D
.
 
C. 
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2，

 1993); 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y，
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v. 

E
P
A
，
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F. 

S
u
p
p
.
 
at 

1229. 

((2) 
N
o
.
 
93-00986

，
 slip 
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at 

9
 (D. 

H
a
w
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，
 1994). 
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Supp. 

at 
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(
町
出

)
ω
o
m
〉

-
m
2
P
同
時
門
S
H
b
n
t
n
~
由
』
守
道
内
誌
な
河
内
h
民
、
民
民
詰
h
h
b
町
、
之
町
札
口
選
。
¥
H
E
¥
ミ
ミ
白
H
N
.
s
h
ミ
~
h
J
J
d
~
。
h
R
h
H
q
ぬ
句
吋
司
、
、
門
司
也
、
白

同
コ
句
、
a
h
司
弘
、
~
。
〉
、
町
、
』
ぜ
白
、
h
凶
q
H
F
3
H
坦
坦
印
ロ
ロ
}
内
角
川
戸
・
』
-
H
H
∞
ω
-
H
N
S
H
N
5
・

(
乃

)
H
∞
司
-
E
Z
∞
(
E
C
円
・
)
・
8
2
・
門
同
g
F
E
-
H
H
印
∞
・

2
・
5
3
(
呂
志
)
・
ピ
ア
ノ
の
製
造
企
業
で
あ
る
虫
色
ロ
君
主
!
社
は
、
ピ
ア
ノ
の
反

響
板
の
欠
陥
に
つ
い
て
の
品
質
保
証
を
し
て
い
な
い
と
の
申
立
に
基
づ
き
、
連
邦
取
引
委
員
会

(
F
T
C
)
が
調
査
を
開
始
し
た
。
同
委
員
会
は

調
査
資
料
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
法
令
上
の
権
限
を
有
し
て
い
た
が
、
2
2
口
当
ミ
ー
社
は
任
意
で
、
製
造
企
業
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
製
造
工
程
、
品

質
保
証
に
関
す
る
詳
細
文
書
等
を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
F
T
C
の
調
査
資
料
に
対
し
て
、
か
つ
て
ω
Z
E
君
主
-
社
と
契
約
関
係
に
あ
っ
た
小
売
業

者
の
富
山
岳
白
色
社
が
開
示
請
求
し
た
。

F
T
C
が
開
示
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
訴
訟
と
な
っ
た
が
、
連
邦
地
裁
は
、
当
該
情
報
は
適
用
除
外
事

白
川
伸
及
び
適
用
除
外
事
由

ωω
に
該
当
す
る
と
し
て
、
開
示
請
求
を
退
け
た
。
本
件
高
裁
判
決
は
、
①
F
T
C
は
文
書
の
提
出
を
義
務
づ
け
た

の
か
、
②
当
該
文
書
は
調
査
と
関
係
あ
る
も
の
な
の
か
、
③
第
三
者
が
提
出
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
提
出
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

に
つ
い
て

F
T
C
は
日
証
明
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
原
審
に
差
戻
し
た
。

(
剖
)
H
a
・
2
H
8
・

(
町
山

)
E
-

(
位

)
ω
ω
匂

-

E

ロS
3
5
n
町
-
H
3
3
・
小
規
模
企
業
法
は
、
全
て
の
政
府
契
約
及
び
下
請
け
の

5
%を
小
規
模
企
業
に
割
り
当
て
る
と
規
定
し

て
い
る
が
、
こ
れ
が
充
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
の
の
冨
-
n
g
社
が
防
衛
軍
事
科
学
庁

(
D
L
A
)
に
対
し
て
、
政
府
契
約
へ
の
参
入

関
連
情
報
の
開
示
を
求
め
た
。
当
該
情
報
の
開
示
は
企
業
に
実
質
的
な
競
争
上
の
損
害
を
も
た
ら
す
と
し
て
、

D
L
A
は
請
求
を
拒
否
し
た
こ
と

か
ら
、
の
わ
富
岡
円
円
。
社
が
提
訴
し
た
。
原
審
は
、

D
L
A
側
勝
訴
の
サ
マ
リ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
を
与
え
た
。
し
か
し
、
本
件
連
邦
高
裁
は
、

原
審
を
破
棄
し
た
。

(
回
〉

E
・
2
H
H
H
U
・

(
U
m
)
E
-

(
部

)
ω
・
岡
田
σ
m
p
p
g
ミ
な
h
白
h
s
=
官
、
。
号
、
、
宮
号
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。
¥
同
ミ
。
ミ
塁
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誼
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~
ヨ
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入
宮
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、
s
h
b

ミ
h
X
H
凡
円
ミ
ミ
g
N
川
昌
司
、

b

M
U
3
k
h
円
同
せ
-
H
〈
宮
町
内
向
白
、
勾
品
ミ
ミ
ミ
河
内
。
遺
還
な
札
。
F
呂
田
品
〉
ロ
ロ
・
ω
ロ
ミ
・
〉

g
-
F・
叶
少
H
S
l
H
H
O
品
r
H
M
M
(
広
忠
)
・

(
剖
)
冨
・
国
Z
H
M
w
m
p
M
3
白
~
£
苫
旭
町
号
、
向
。
¥
N
W
H
h
h設
な
h
-
n
。
苫
-
h
n
同
町
誌
と
白
ど
旬
、
さ
え
問
、
s
h
N
凶
器
宮
町
旬
師
同
町
H
3
e
H
e
誌
。
L
司

H
p
h
h
c
h
h
h
句
、
町
民
同
。
選
。
¥

H
W
H
・
¥
也
、
遺
品
H
R
。
詰
込
町
H
W
N
H

】
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件
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
と
情
報
提
供
者
と
の
聞
に
「
暗
黙
の
了
解
」
が
あ
っ
た
こ
と
で
足
り
る
と
し
て
い
る
し
、
更
に
、
裁
判
所
は
、
任
意
提

供
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
す
で
に
守
秘
義
務
を
課
さ
れ
る
と
も
判
示
し
て
い
る
。
実
際
、
子
宮
内
避
妊
器
具
の
安
全
性
に
関
す

る
文
書
の
開
示
は
大
き
く
狭
め
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
議
論
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
情
報
自
由
法
の
適
用
除
外

と
企
業
情
報
の
開
示
|
生
命
・
健
康
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
の
開
示
を
中
心
と
し
て
」
広
島
法
学
一
九
巻
三
号
一
五
一
頁
〈
一
九
九
六
年
〉
参

照。

第
三
章

裁
量
的
開
示

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
と
の
関
係

F
O
I
A
の
適
用
除
外
事
由

ωω
が
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
と
の
関
係
で
裁
量
的
開
示
の
余
地
が
な
い
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
要

綱
案
は
、
適
用
除
外
に
誇
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
第

7
の
裁
量
的
開
示
に
よ
る
開
示
の
道
が
残
さ
れ
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
と
評
さ

れ
て
い
る
。
要
綱
案
の
裁
量
的
開
示
の
規
定
そ
の
も
の
に
異
論
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
事
実
認

識
に
は
疑
問
が
あ
り
、
以
下
で
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
検
証
す
る
。

(ω〉

適
用
除
外
事
由
に
該
当
す
る
文
書
で
あ
っ
て
も
、
裁
量
的
開
示
は
許
容
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、

F
O
I
A
の
適
用
除

(
川
)

外
事
項
は
許
容
的
な
の
で
あ
っ
て
強
制
的
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
逆

F
O
I
A
訴
訟
に
お
い
て
情
報
提
供
者
側
は
、
適
用
除

外
事
白
川
仰
川
刊
に
該
当
す
る
情
報
は
、
同
時
に
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
よ
っ
て
も
開
示
を
免
除
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
ト
レ
l

ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
違
反
す
る
情
報
の
開
示
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
一

O
条
(

e

)

(

2

)

(

A

)

(

日ロ
ω-n・
2
2
Q
)
(〉
〉
)

に
い
う
「
法
に
違
反
す
る
も
の
」
に
該
当
す
る
し
、
ま
た
、
行
政
機
関
に
よ
る
「
専
断
的
、
盗
意
的
、
裁
量
権
の
濫
用
」
に
も
該
当
す
る

と
主
張
す
る
。

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
、

「
法
の
授
権
が
な
い
の
に
」
当
該
情
報
を
開
示
し
た
場
合
、
連
邦
政
府
職
員
に
刑
事
罰
を
科
す
と



い
う
刑
事
法
規
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
、
三
つ
の
守
秘
義
務
法
(
国
税
、
関
税
、
商
務
関
係
の
職
員
に
対
す
る
法
律
)
を
一
本
化
し
た
も

(
附
)

旧
三
法
の
内
容
を
越
え
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
以
下
で
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
l

の
で
、
そ
の
適
用
範
囲
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、

ク
レ
ッ
ト
法
と
適
用
除
外
事
由
似
糾
に
関
す
る
裁
判
例
を
み
て
い
く
。

裁
判
例

一
九
七
九
年
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
逆

F
O
I
A
訴
訟
の
り

l
デ
ィ
ン
グ
・
ヶ
l
ス
と
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
イ
ス
ラ

1
判
決
の
傍
論
に

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
と
適
用
除
外
事
由
似
帥
と
の
適
用
範
囲
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
範

お
い
て
、
明
確
な
判
断
は
避
け
た
も
の
の
、

113一一情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

囲
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
両
規
定
の
広
狭
関
係
に
つ
い
て
、
他
の
連
邦
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
き
た
。
例
え
ば
、

九
八
四
年
の
判
決
は
、
適
用
除
外
事
由
川
抑
制
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
文
書
は
当
然
に
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
に
よ
っ
て
も
保
護

(
川
〉

一
九
八
三
一
年
の
判
決
は
、
適
用
除
外
事
由

ωω

さ
れ
な
い
と
し
て
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
拡
大
を
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
、

に
該
当
す
る
こ
と
を
行
政
機
関
が
証
明
で
き
な
い
場
合
、
当
該
文
書
を
開
示
し
て
も
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
違
反
に
は
な
ら
な
い

(
川
〉

と
し
て
い
る
。
多
く
の
判
決
が
、
両
規
定
の
適
用
範
囲
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
の
広
範
な
適

用
は
認
め
て
こ
な
か
っ
た
。

ハ
川
刷
)

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
控
訴
裁
判
所
は
、

nz〉
E
D
m
w
H
M
円
リ
目
白
戸
打
。
弓
・
ぐ
-

H

)

。ロ
0
4
出
口
に
お
い
て
、

一
九
八
七
年
、

と
こ
ろ
が
、

ト
レ

1

ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
は
旧
三
法
の
内
容
に
限
定
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。
同
法
は
少
な
く
と
も
適
用
除
外
事
由

ωω
の
適
用
範
囲
と
同

じ
で
あ
り
、
同
法
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
「
法
の
授
権
」
が
な
け
れ
ば
、
行
政
機
関
は
適
用
除
外
事
由

ωω
に
該
当
す
る
情
報
の
開
示
を
禁

じ
ら
れ
る
と
し
て
、
行
政
機
関
の
裁
量
的
開
示
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

裁
判
例
が
、

ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
法
と
適
用
除
外
事
由
川
抑
制
と
の
適
用
範
囲
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
こ
と
は
グ
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ラ
イ
ス
ラ
l
判
決
以
来
一
貫
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

n
z
k
r
E
D
E
n
-包
打
。
『
℃
・
ぐ
-
U
oロ
0
4
8一
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
法
の
内
容
を
旧
三
法
よ
り
も
拡
大
し
た
上
で
、
同
法
に
大
幅
な
活
躍
の
場
を
与
え
た
結
果
、
裁
量
的
開
示
を
禁
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

司
法
省
の
見
解

司
法
省
は
、

n
Z〉
出
口
山
口
丘
丘
町
【
}
号
・

4
・
uoロ
O
〈

gー
に
つ
い
て
、
「
長
い
間
待
ち
望
ん
だ
判
決
。
。
ロ
m
-
B
S
-
Z仏
色

2
U吉
田
〉
」

で
あ
る
と
評
し
、
行
政
機
関
が
適
用
除
外
事
由

ωω
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
情
報
は
も
は
や
裁
量
的
開
示
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
の
リ
ノ
司
法
長
官
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
、
連
邦
政
府
の

F
O
I
A
担
当
官
に
対
し
て
、
適
用
除
外
事
由
に
該

と
こ
ろ
で
、

当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
可
能
な
限
り
裁
量
的
開
示
を
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
し
か
し
詳
細
に
つ
い
て
は
、
司
法
省
が
毎
年
発
行
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
「
裁
量
的
開
示
」
の
項
に
依
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
適
用
除
外
事
由

ωω
に
係
る
情
報
は
行
政
機
関

に
よ
る
裁
量
的
開
示
を
制
限
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
先
述
の

n
Z〉
ヨ
ロ
釦
口
三
回
-
A
U
O
弓
・
〈
-
ロ
oロ
O
J
『
何
百
が
引
用

さ
れ
て
お
り
、

「
法
の
授
権
」
が
な
け
れ
ば
適
用
除
外
事
由

ωω
に
該
当
す
る
情
報
は
開
示
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
予
見
さ

「
個
人
又
は
営
利
法
人
の
利
益
」
で
は
な
く
て
、
「
政
府
の
利
益
」
に
関
す
る
場
合
の
み
、
可
能
な
限
り
裁
量
的
開
示
を

す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
針
は
、
政
府
に
関
す
る

F
5
3一町
B
O
E
基
準
を
不
要
と
し
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決

れ
る
損
害
が
、

の
立
場
と
も
符
号
す
る
も
の
で
、
企
業
情
報
の
保
護
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
情
報
自
由
法
制
定
の
初
期
か
ら
、
裁
判
所
が
裁
量
的
開
示
を
否
定
し
て
き
た
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

後
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
充
分
な
解
決
を
し
て
い
な
い
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。

ク
ラ
イ
ス
ラ
l
判
決

こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
つ
と
、
要
綱
案
が
裁
量
的
開
示
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

F
O
I
A
よ
り
も
卓
越
し
た
も
の
と
評
価
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
行
政
機
関
の
裁
量
権
の
濫
用
の
証
明
責
任
は
国
民
側
に
あ
り
、
司
法
に
よ
る
救
済
も
困
難
な
状
況
で
あ
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同ロ
n・
4
・
門
リ
ロ
凹
己
p
m
m
N
Hり
・
日
仏

AH印
-
m印
ロ
・
日
申

(
0・
ゎ
・
《
U日吋
-
H由∞同)・

(
削
)
司
如
何
切
り
。
沼
。
司

HZHり
O
周
忌
〉
、
H
4
0
Z
〉
(UH，
の
日
ロ
切
除

H
U
E〈
〉
(UJ円
。
〈
開
問
〈
同
巧
-
E
H】

E

S

Z

N
串
・
三
回
日
U
I
H
S
-

(
山
)

H

a

・
2
ω
会
1
2由
(
本
文
の
み
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
委
員
会
事
務
局
駐
修
『
情
報
公
開
法
要
綱
案
(
中
間
報
告
〉
』
(
前
掲
注
〈
川
町
)

一
一
一
一
|
二
三
頁
参
照
γ
司
法
省
は
、
九
つ
の
適
用
除
外
の
内
、
国
家
安
全
保
障
情
報
(
適
用
除
外
事
由

ωω)、
法
令
秘
情
報
(
川
間
同
)
、

営
業
上
の
秘
密
情
報

(ωω
〉
、
プ
ラ
イ
ヴ
ア
シ
l
情
報
(
倒
的
、
倒
的
的
U

に
つ
い
て
、
裁
量
的
開
示
を
制
限
さ
れ
る
と
い
う
判
断
を
示
し
て

い
る
。

(
山
)
〉
・
〉
ロ
ド
何
回
戸
田
口
U
H
d一
口
。

g
∞
戸
己
申
印
・

お

わ

り

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l

ク
ス
基
準
は
、
任
意
提
供
情
報
及
び
強
制
提
出
情
報
の
双
方
に
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
が
、
そ
れ
を
い
ま
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
な
の
か
。

F
O
I
A
の
立
法
過
程
で

は
法
案
か
ら
取
り
除
か
れ
た
「
慣
行
上
」
と
い
う
文
言
を
、

い
ま
改
め
て
持
ち
出
し
て
く
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
な
の
か
。
そ
れ
は
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
判
決
自
身
が
い
う
よ
う
に
、
任
意
提
供
に
よ
っ
て
情
報
の
収
集
を
容
易
に
す
る
と
い
う
行
政
の
利
益
と
、

「
慣
行

と
し
て
公
衆
に
不
開
示
と
し
て
き
た
」
情
報
提
供
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
る
限
り
、
も
は
や
行
政
機
関
に
関
す
る

-
B℃
包
『

5
8件
基
準
を
考
慮
し
な
く
て
も
、
行
政
機
関
は

必
要
な
情
報
を
継
続
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
法
省
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
最
大
限
の
裁
量
的
開
示
を
す
る
よ
う
行
政
機
関
に

勧
奨
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
る
限
り
政
府
の
情
報
収
集
能
力
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
司
法
省
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
強
制
提
出
で
あ
っ
て
、

グ
リ
テ
イ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
る

大
幅
な
保
護
は
与
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
批
判
的
な
裁
判
例
及
び
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
は
任
意
提
供
と
強
制
提
出
の
両
者
を
適
切
に
調
整
し
て
お
り
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
に
よ
る
修
正
は
必

要
な
い
と
す
る
判
決
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
で
は
任
意
提
供
と
強
制
提
出
の
区
別
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
こ
れ
で

は
、
政
府
が
秘
匿
し
た
い
と
思
う
情
報
の
開
示
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
が
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
批
判
や
、
行
政
機
関
は
当
該
情
報
が
慣
行
と
し
て
公
衆
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
か
だ
け
を
確
か
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、

F
O
I

A
の
下
で
情
報
が
秘
匿
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
等
の
批
判
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
賛
否
両
論
を
公

117一一情報公開法要綱案における任意提供情報の問題点

平
に
紹
介
し
て
初
め
て
日
本
の
議
論
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

要
綱
案
は
、
情
報
公
開
法
の
制
定
に
よ
っ
て
従
来
の
政
府
の
や
り
方
に
激
変
を
も
た
ら
す
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
「
公
に
し
な
い
と
の
約
束
の
下
に
、
任
意
に
提
供
さ
れ
た
情
報
」
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
行
政
指
導
に
よ
る
行
政
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
ま
た
、
情
報
提
供
者
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
は
、
行
政

機
関
及
び
情
報
提
供
者
の
利
益
保
護
に
と
っ
て
絶
好
の
基
準
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
両
者
の
利
益
は
、
情
報
を
知
ら
さ
れ

る
公
衆
の
利
益
に
最
優
先
す
る
の
か
を
問
う
姿
勢
が
、
要
綱
案
に
は
要
求
さ
れ
る
。

行
政
機
関
は
、
不
開
示
の
約
束
が
合
理
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
当
該
情
報
の
開
示
が
要
綱
案
第
六

(
2〉
イ
で

い
う
法
人
の
「
正
当
な
利
益
」
を
著
し
く
害
す
る
か
否
か
で
判
断
す
れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。
任
意
提
供
情
報
に
依
存
す
る
の
で
は
な

く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

l
ク
ス
基
準
の
下
で
構
築
さ
れ
た
よ
う
に
、
情
報
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
法
律
・
規
則
・
命
令
に
依
っ
て
行
政
機

関
は
情
報
収
集
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

未
だ
ア
メ
リ
カ
で
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
基
準
と
い
う
判
例
法
理
に
依
拠
し
た
規
定
を
、

日
本
の
情
報

公
開
法
に
採
用
す
る
こ
と
は
拙
速
す
ぎ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
綱
案
に
い
う
第
6
ハ
2
)
た
だ
し
書
き
、
第
6
(
2
)
ロ
の
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そ
し
て
第
7
の
裁
量
的
開
示
等
を
も
っ
て
し
て
も
、
第
6
(
2
)
ロ
の
濫
用
防
止
に
は
充
分
と
は
い
え
ず
、
解
釈
運
用

(
山
)

に
よ
っ
て
は
情
報
公
開
請
求
権
を
無
に
す
る
危
険
性
も
あ
り
、
第
六

(
2
〉
ロ
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

企
業
と
官
僚
と
の
癒
着
構
造
と
官
僚
機
構
の
秘
密
主
義

γ
返
上
す
る
た
め
に
は
、
情
報
公
開
法
が
実
効
性
の
あ
る
「
劇
習
と
し
て
機

〔
出
)

能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
行
政
は
市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
政
策
決
定
が
で
き
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
企
業
と
の
信
頼
関
係
を
保
護
す
る
余
り
、
公
衆
と
の
信
頼
関
係
を
反
故
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
厚
生
行
政
に
お
け
る
史
実
の
証
明

合
理
性
の
判
断
、

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

r、，-， ，-， r、，-，
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水
口
真
寿
美
「
薬
害
エ
イ
ズ
か
ら
情
報
公
開
法
要
綱
案
を
み
る
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五

O
六
号
八
二
否
H

、
八
五
頁
(
一
九
九
七
年
〉
。

室
井
力
「
厚
生
行
政
の
責
任
は
何
か
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五

O
六
号
四

O
頁
(
一
九
九
七
年
)
。

一
九
九
六
年
一
一
月
二
日
付
朝
日
新
聞
の
塩
野
宏
発
言
。

八
座
談
会

V
「
情
報
公
開
法
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
月
刊
自
治
研
三
九
巻
通
巻
四
四
八
号
一
八
頁
、
二
八
頁
(
一
九
九
七
年
)
。

松
下
一
成
『
厚
生
省
の
犯
罪
』
(
ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
六
年
)
。




